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１ 基本事項 

（１）計画の目的と位置づけ 

   本計画は、平成２９年３月に策定した「豊山町公共施設等総合管理計画」（以下「総

合管理計画」という。）に基づき、公共施設等の老朽化問題に対応し、財政負担の軽

減・平準化を目指していくため、公共施設等マネジメント（保有する公共施設等を

有効活用しつつ、施設保有量の見直しや計画的な保全による施設の長寿命化を図る

ための取組み）を推進していくための社会教育施設に係る個別施設の具体的な対応

方針を示したものです。 

また、本計画は、国の「インフラ長寿命化基本計画」の行動計画（インフラ長寿

命化計画＝総合管理計画）に基づく実施計画である個別施設計画（個別施設ごとの

長寿命化計画）として位置づけます。 

 

【国の計画】             【豊山町の計画】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）計画期間 

    本計画の計画期間は、中長期的な視点が不可欠であることから、令和２年度（２

０２０年度）から令和３１年度（２０４９年度）までの３０年間とします。また、

豊山町が管理する施設 

公共施設の個別計画 

 ◆維持保全計画（建築物） 

   

 

    ◆町営住宅長寿命化計画など 

インフラ資産の個別計画 

 ◆道路舗装修繕計画 

 ◆橋梁長寿命化修繕計画 

 ◆下水道長寿命化計画 など 

◆社会教育施設の 
利用・整備マスタープラン 

基
本
計
画 

インフラ長寿命化基本計画 

豊山町公共施設等総合管理計画 各省庁が策定する行動計画 

各省庁が管理する施設 

公共施設の個別計画 

 ◆学校 

 ◆公共施設 

 ◆・・・ など 

 

インフラ資産の個別計画 

 ◆道路 

 ◆河川 

◆・・・ など 

豊山町第５次総合計画 

行
動
計
画 
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計画期間を１０年単位として３期に分けることとし、本計画はその第１期分と位置

づけます。 

    なお、本計画に基づく老朽化と取り組みの状況を反映するために、概ね５年を目

途に計画の見直しを行うものとします。 

 （３）対象施設 

    対象施設としては、以下の１施設とします。 

施設名称  豊山町社会教育センター 

施設用途  社会教育施設 

 

２ 施設の概要 

 （１）対象施設の位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）敷地 

    所在地   豊山町大字豊場字和合７２番地 

    用途地域  第１種住居地域 

    敷地面積  5,216.46 ㎡ 

 （３）建物概要 

    鉄骨鉄筋コンクリート造  ３階建 

    延床面積  6,763.67 ㎡ 

    竣工年月  昭和６３年３月 

３ 施設の老朽化状況の把握・評価・分析 

（１）長寿命化改善の目的 

    豊山町社会教育センターは昭和６３年３月に竣工し、同年７月より社会教育施設

豊山町 

社会教育センター 
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として供用を開始しました。したがって、建物、設備とも３１年以上経過していま

す。この間、小規模な施設・設備改修は行ってきましたが、大規模もしくは長寿命

化を前提とした改修は行われていません。 

    このため、施設の老朽化は進行し、一方では生涯学習の重要性が高まり、公共施

設への防災機能強化への期待、バリアフリー化、環境への対応など、公共施設全般

にいえることですが、社会教育施設に対する多様なニーズはますます高まっていま

す。 

    このようなニーズに対応するために、機能劣化の現状を調査し、建物の耐久性の

向上や維持管理の容易性の向上、利用者の満足度向上等を達成するための効率的な

改修を行うことにより、建物の長寿命化とライフサイクルコストの縮減を図ること

が必要となっています。 

（２）現況図 

  ア 意匠図 

（ア） 配置図・Ｂ1 階・1 階平面図 

（イ） 2 階平面図 

（ウ） 3 階平面図 

（エ） 屋根伏図 

（オ） 南・東立面図 

（カ） 北・西立面図 

（キ） 断面図 

  イ 設備図 

（ア） 非常用自家発電設備図 

（イ） 受変電設備姿図 

（ウ） 受変電設備単線結線図 

（エ） 幹線動力電灯設備系統図 

（オ） 弱電設備姿図 

（カ） 給排水設備系統図 

（キ） 器具表・機器表 

（ク） 消火設備系統図 

（ケ） 浄化槽設備図 

 

 

 

 

 



X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

4,600 7,100 6,000 6,000 6,000 7,100 4,600 9,600 15,200

66,200

1,500

3
,
0
0
0

9
,
0
0
0

8
,
2
0
0

8
,
2
0
0

8
,
2
0
0

8
,
2
0
0

8
,
2
0
0

1
7
,
0
0
0

5
3
,
0
0
0

配置図・１階平面図　　1/400

アリーナ

事務室

応接室

湯沸

休憩室更衣

ロビー

図書室

事務室

閉架書庫

風除室

風除室

EV EPS

EPS

PS更衣室更衣室

シャワー 湯沸

倉庫

倉庫

廊下 前室

遊戯室

前室

器具庫

器具庫
WWC

MWC

MWC WWC

X5 X6 X7 X8 X9

6,000 7,100 4,600 9,600

EV

Y1

Y2

Y3

3
,
0
0
0

9
,
0
0
0

27,300

1
2
,
0
0
0

地下１階平面図　　1/400

Ｎ

電気室

機械室

機械室

倉庫

ホール

ドライエリア

駐車場

▲

▼

▼

▼

豊山町社会教育センター

配置図・B1階・1階平面図

-　4　-

意匠図(ア)
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意匠図(イ)
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意匠図(ウ)
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意匠図(エ)



豊山町社会教育センター

南・東立面図
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意匠図(オ)



豊山町社会教育センター

北・西立面図
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意匠図(カ)



豊山町社会教育センター

断面図
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意匠図(キ)



豊山町社会教育センター

非常用自家発電設備図
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設備図(ア)



豊山町社会教育センター

受変電設備姿図
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設備図(イ)



豊山町社会教育センター

受変電設備単線結線図

-　13　-

設備図(ウ)



豊山町社会教育センター

幹線動力電灯設備系統図

-　14　-

設備図(エ)



豊山町社会教育センター

弱電設備姿図

-　15　-

設備図(オ)



豊山町社会教育センター

給排水設備系統図

-　16　-

設備図(カ)



豊山町社会教育センター

器具表・機器表

-　17　-

設備図(キ)



豊山町社会教育センター

消火設備系統図

-　18　-

設備図(ク)



豊山町社会教育センター

浄化槽設備図

-　19　-

設備図(ケ)



- 20 - 

（３）現況調査結果及び分析 

施設の評価・分析にあたっては、劣化状況に応じてＡ～Ｄの４段階の評価を下表

評価基準により行います。 

評価 評価基準 

Ａ 
・全体的に健全である。 

・緊急の補修の必要は無いため日常の維持保全で管理するもの。 

Ｂ 

・部分的に劣化が進行している。 

・緊急の補修の必要は無いが維持保全の中で劣化部分の定期的な観 

察が必要なもの。 

Ｃ 

・全体的に劣化が進行している。 

・現時点では重大な事故にはつながらないが、利用し続けるために 

は早急に部分的な補修もしくは更新が必要なもの。 

Ｄ 

・全体的に顕著な劣化がある。 

・重大な事故につながる恐れがあり、緊急の補修もしくは更新が必 

要なもの。 

 

ア 躯体 

（ア）コンクリートコア抜き取り調査（評価Ｂ） 

地下倉庫壁、地下エレベーター機械室壁、１階北器具庫壁の３か所のコン

クリートコアを採取し圧縮強度試験及び中性化試験を行いました。 

圧縮強度試験の平均値は３７．５N／mm2 となり、圧縮強度は設計基準強度

の２１N／mm2 を超えており問題ありません。 

中性化試験では平均値２４．０mm となり、規準のかぶり厚３０mm 未満を満

足していますが、３試料のうち１か所において３７．０mm を示し中性化が進

んでいる場所も見られました。したがって、これ以上進行しないよう何らか

の対策が必要となります。（中性化が進むと鉄筋の腐食の恐れがあります。） 

 

 

 

 

 

 

 

コア採取                    中性化試験 
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（イ）コンクリート躯体はつりによる鉄筋かぶり厚・腐食度調査（評価Ａ） 

屋内外３か所の鉄筋コンクリート柱を選定し、かぶりコンクリートを１５

０mm 角程度はつり取り、主筋および帯筋を露出させ、かぶり厚さ及び鉄筋の

径・腐食状況を調査しました。 

      結果は設計図書通りの配筋、かぶり厚さが確認でき問題ありません。 

 

 

 

 

 

 

 

              壁はつり                  鉄筋調査 

イ 外装・屋上防水 

（ア）外装 

平成３０年度、令和元年度に下記の内容で外壁塗装改修が行われており、

現状では問題ありません。 

平成２０年の建築基準法改正により、タイル張りの外壁（落下により歩行

者等に危害を加えるおそれのある部分）については、１０年毎に全面打診調

査が義務付けられました。 

 

部位 改修工法 評価 

タイル面 
透明アクリル樹脂エマルション雨水侵

入防止工法 
Ａ 

コンクリート打放し塗装面 可とう形改修塗材Ｅ塗り Ａ 

建具廻り、タイル目地 シーリング打替え Ａ 

鉄面 耐候性塗料塗り Ａ 
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（イ）屋上防水 

平成３０年度に下記の内容で屋上防水改修が行われており、現状では問題

ありません。 

今後は定期的な点検、補修により防水性能の維持が期待できます。 

   また外周立上りのパラペット笠木はアルミ製で健全な状況でした。 

部位 下地 改修工法 評価 

陸屋根 コンクリート ウレタン塗膜防水 Ａ 

ホワイエ三角屋根 金属瓦棒葺き 加硫ゴムシート防水 Ａ 

アリーナ折版屋根 金属折版葺き 加硫ゴムシート防水 Ａ 

３階バルコニー コンクリート ウレタン塗膜防水 Ａ 

玄関庇 コンクリート シート防水 Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

         ウレタン塗膜防水              加硫ゴムシート防水 

防水層以外では、鋼製の空調機架台の発錆やトップライトガラスの破損が確認

されました。（評価Ｃ） 

これについては鉄部の塗装、ガラスの取替え等早急な対応が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

空調機架台の錆             トップライトガラス破損 

 

ウ 普通施設 

（ア）事務室 
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事務室内装は建設当時のままであり、経年劣化による汚れ、壁クロスの破

れ等が見られ、改修が必要となっています。 

照明器具は蛍光灯器具であり、近い将来、電球の供給が困難となります。 

内装仕上げ、劣化状況等は下表のとおりです。 

 

部位 仕上 状況 評価 

床 
モルタル下地 ビニル床シート 

休憩室：たたみ 

汚れ、経年劣化 

日焼け 

Ｂ 

Ｂ 

壁 コンクリート打放し クロス 汚れ、剥離 Ｂ 

天井 
軽鉄下地 岩綿吸音板 

休憩室：化粧石膏ボード 

空調改修により継ぎ接ぎ 

経年劣化 

Ｂ 

Ｂ 

その他 照明器具 
蛍光灯 

休憩室カバーなし 

Ｃ 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

事務室内装               壁ひび割れ、クロス剥離 

 

 

 

 

 

 

休憩室天井 照明器具カバーなし          湯沸室 流し台等劣化 

 

 

 

 

 

 

休憩室 たたみ日焼け 
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（イ）応接室 

応接室内装は、床を除き建設当時のままであり、経年劣化による汚れ、壁

の水浸み跡等が見られ、改修が必要となっています。 

照明器具は蛍光灯器具であり、近い将来、電球の供給が困難となります。 

内装仕上げ、劣化状況等は下表のとおりです。 

 

部位 仕上 状況 評価 

床 モルタル下地 カーペット 健全 Ａ 

壁 石膏ボード下地 クロス 経年劣化、水浸み Ｂ 

天井 軽鉄下地 石膏ボードの上クロス 経年劣化 Ｂ 

その他 照明器具 蛍光灯 Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

カーペットは健全             壁・天井クロスに水浸み跡あり 

 

（ウ）研修室１・２ 

研修室内装は、平成１２年に壁クロス及び天井岩綿吸音板の張替えが行わ

れています。既に２０年近くが経ち、その他の部分も合わせて経年劣化によ

る汚れ等が見られ、改修が必要となっています。 

照明器具は蛍光灯器具であり、近い将来、電球の供給が困難となります。 

内装仕上げ、劣化状況等は下表のとおりです。 

 

部位 仕上 状況 評価 

床 
モルタル下地 ビニル床シート 

研修室２：ＯＡフロア 

汚れ、経年劣化 
Ｂ 

壁 コンクリート打放し クロス 汚れ、継目剥離 Ｂ 

天井 軽鉄下地 岩綿吸音板 空調改修により継ぎ接ぎ Ｂ 

その他 照明器具 蛍光灯 Ｃ 
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研修室 1 内装 

 

研修室 1 湯沸室 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修室 2 内装                 研修室 2 OA フロア 

（エ）選手審判控室 

選手審判控室の半分は、可動間仕切で区画し、文化協会の事務室として使

用しています。 

内装は建設当時のままで、経年劣化による汚れ等が見られ、改修が必要と

なっています。 

照明器具は蛍光灯器具であり、近い将来、電球の供給が困難となります。 

内装仕上げ、劣化状況等は下表のとおりです。 

 

部位 仕上 状況 評価 

床 モルタル下地 ビニル床シート 汚れ、経年劣化 Ｂ 

壁 コンクリート打放し クロス 汚れ、継目浮き Ｂ 

天井 軽鉄下地 岩綿吸音板 経年劣化 Ｂ 

その他 
照明器具 

会議用拡声設備 

蛍光灯 

老朽 

Ｃ 

Ｂ 
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一部を可動間仕切で区画              壁クロス継目の浮きあり 

 

（オ）実習室 

実習室内装は建設当時のままで、経年劣化による汚れ、壁ひび割れ等が見

られ、改修が必要となっています。 

木製作業台は機能上問題なく使用できる状態です。 

照明器具は蛍光灯器具であり、近い将来、電球の供給が困難となります。 

内装仕上げ、劣化状況等は下表のとおりです。 

 

部位 仕上 状況 評価 

床 
モルタル下地 ビニル床シート 

一部磁器モザイクタイル 

汚れ、経年劣化 

目地汚れ 

Ｂ 

Ｂ 

壁 コンクリート打放し 吹付タイル 汚れ、ひび割れ Ｂ 

天井 軽鉄下地 岩綿吸音板 空調改修により継ぎ接ぎ Ｂ 

その他 

照明器具 

避難器具 

人研流し 

蛍光灯 

収納箱錆、汚れ 

ひび割れ 

Ｃ 

Ｃ 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

実習室内装 

 

壁にひび割れ 
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人研流しにひび割れ 

 

避難器具収納箱錆、表示汚れ 

 

（カ）男女更衣室 

男女更衣室内装は建設当時のままで、経年劣化による汚れ、ビニル床材の

剥離等が見られ、改修が必要となっています。 

照明器具は蛍光灯器具であり、近い将来、電球の供給が困難となります。 

内装仕上げ、劣化状況等は下表のとおりです。 

 

部位 仕上 状況 評価 

床 
モルタル下地 ビニル床シート 

シャワー室：磁器モザイクタイル 

汚れ、剥離 

健全 

Ｃ 

Ａ 

壁 
コンクリート打放し 吹付タイル 

シャワー室：陶器質タイル 

汚れ、浸み 

補修跡 

Ｂ 

Ｂ 

天井 軽鉄下地 ケイカル板 塗装 汚れ、経年劣化 Ｂ 

その他 
照明器具 

シャワーカーテン 

蛍光灯 

健全 

Ｃ 

Ａ 

    

シャワー室はカーテンのみで区画され、脱衣スペースが設けられていませ

ん。 

シャワー室には脱衣スペースの確保が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

更衣室(2) 床材剥離・壁汚れ        更衣室(1) 床材剥離・壁汚れ 
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シャワー室（脱衣スペースはオープン） 

 

（キ）ミーティングルーム 

当初ミーティングルームとして整備した部屋を現在は体育協会事務室とし

て使用しています。また、文化協会は、選手審判員控室の半分を可動間仕切

で区画し文化協会の事務室として使用しています。現状、黒板等の不要な備

品もあり、什器配置も無理なレイアウトのまま使用しています。 

内装は建設当時のままで、経年劣化による汚れ、壁クロスの剥離等が見ら

れ、改修が必要となっています。 

  照明器具は蛍光灯器具であり、近い将来、電球の供給が困難となります。 

内装仕上げ、劣化状況等は下表のとおりです。 

 

部位 仕上 状況 評価 

床 モルタル下地 ビニル床シート 汚れ、経年劣化 Ｂ 

壁 コンクリート打放し クロス 汚れ、剥離 Ｂ 

天井 軽鉄下地 岩綿吸音板 経年劣化 Ｂ 

その他 
照明器具 

黒板、黒板灯 

蛍光灯 

不要 

Ｃ 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

壁クロスの汚れ、扉周囲剥離           建設当時からの黒板と黒板灯 
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（ク）遊戯室 

遊戯室は平成１２年度の改修工事で東側に一部増築しています。 

壁面は乳幼児の軽運動に対応した、やわらかい素材が使用されており、現

状、特に目立った劣化は見られません。 

扉、窓は網入りガラスとなっています。安全のため飛散防止フィルム貼り

又は安全ガラスへの取替えが望ましいと考えます。 

  照明器具は蛍光灯器具であり、近い将来、電球の供給が困難となります。 

内装仕上げ、劣化状況等は下表のとおりです。 

 

部位 仕上 状況 評価 

床 木床組の上 スポーツフロア 健全 Ａ 

壁 
石膏ボード下地 クロス 

腰壁：クッション材 H=1,800 

健全 

健全 
Ａ 

天井 軽鉄下地 岩綿吸音板 健全 Ａ 

その他 
照明器具 

ガラス 

蛍光灯 

網入りガラス 

Ｃ 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

腰壁クッション材                網入りガラス 

 

エ 特別施設 

   （ア）アリーナ 

    ａ 内装 

アリーナ床の使用に伴う傷み等は、その都度部分的な補修を行い対応して

いますが、全面の整備は行われていないことから、経年の劣化による汚れが

目立ちます。また、コートラインもルール改正や剥がれにより不適切な状況

となっており、改修が必要となっています。 

壁面は、体・ボール等の当たった衝撃により、壁合板の破損や縦樋周囲の

合板腐食等が見られ、改修が必要となっています。 
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天井は、屋根折版あらわしの下にワイヤメッシュパネルが設置され、雨音

が気になります。加えて現在の建築基準法における「特定天井」に該当する

ことから、落下防止策等の対応が必要となっています。 

  内装仕上げ、劣化状況等は下表のとおりです。 

 

部位 仕上 状況 評価 

床 
鋼製床組 フローリング 

コートライン 

塗装剥離 

剥離 

Ｃ 

Ｃ 

壁 
合板（一部有孔合板） 塗装 

コンクリート打放し 塗装 

一部破損、腐食 

健全 

Ｃ 

Ａ 

天井 
スチールワイヤメッシュパネル 

折版あらわし 

特定天井対策なし 

健全 

Ｃ 

Ａ 

その他 カーテン 平成３０年取替え Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

床フローリング                 壁有孔合板 

 

 

 

 

 

 

 

 

コートラインの剥離                建具金物の破損 
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          壁合板の破損             縦樋周囲合板腐食（結露水による） 

 

 

 

 

 

 

天井ワイヤーメッシュパネル        上部壁コンクリート打放し 塗装 

        

ｂ 照明設備 

アリーナの主照明設備は水銀灯、点検・管理用として蛍光灯という構成と

なっています。天井ワイヤーメッシュ内に取付けられ、キャットウォークよ

り球替えが可能となっています。 

照明器具が水銀灯と蛍光灯器具であることから、近い将来、電球の供給が

困難となります。 

 

 

 

 

 

 

水銀灯照明器具                  天井内照明 

 

ｃ 運動設備 

アリーナに付属する運動設備は、各競技支柱ポール用基礎金具、可動式の

防球ネット、天井吊バスケットゴール等があります。 

      バスケットゴールは当初からの大型天井吊式で、リモコン操作により上下

するものです。 
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利用者の安全対策上、落下防止策が必要となっています。 

 

部位 仕上 状況 評価 

支柱金具 コンクリート基礎 金属製蓋 がたつき Ｂ 

防球ネット ポリエチレン 健全 Ａ 

バスケットゴール 天井吊 落下防止対策なし Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

防球ネット 支障なし          天井吊りバスケットゴール（4 か所） 

 

ｄ 音響・放送設備 

      アリーナ音響・放送設備は当初からのもので３０年以上経過しています。 

アナログ対応の設備ですが、使用頻度が少ないことから現状使用時の不具

合は見られません。古い設備のため、今後、各機器・配線・接続部の不具合

が発生した場合、対応が困難となる恐れがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

アリーナ内 放送設備             アリーナ内 スピーカー 

 

（イ）ホール 

    ａ 内装 

ホール内装は、経年の劣化による汚れ、傷みがあり改修が必要となってい

ます。 
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  天井は建築基準法の「特定天井」に該当することから、落下防止策等の対

応が必要となっています。 

設備としてホール室内に３３６席の移動式観客席が整備されています。３

０年以上経過し、座席の傷み、動作部の部品の劣化が見られることから、更

新または大規模な改修が必要となっています。 

  内装仕上げ、劣化状況等は下表のとおりです。 

 

部位 仕上 状況 評価 

床 
モルタル下地 フローリング 

舞台：木床組 縁甲板張り 

汚れ、キズ 

汚れ、キズ 

Ｂ 

Ｂ 

壁 
軽鉄下地 石膏ボード 塗装 

舞台：コンクリート打放し 

汚れ、経年劣化 

表面上は健全 

Ｂ 

Ａ 

天井 
軽鉄下地 ケイカル板 塗装 

舞台：コンクリート打放し 

特定天井対策なし 

表面上は健全 

Ｃ 

Ａ 

その他 移動観客席 経年劣化 Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

移動観客席（収納状態）               舞台内装 

 

 

 

 

 

 

ホール壁 出入口                 ホール 後部通路 

 

ｂ 照明設備 

ホールの照明設備は水銀灯、ハロゲン灯、白熱灯、蛍光灯という構成で、使
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用用途により使い分けされています。 

照明器具のうち水銀灯・蛍光灯は電球の供給が困難となります。 

 

 

 

 

 

 

ホール照明器具                 舞台上部照明器具 

 

ｃ 音響・放送設備 

ホール音響・放送設備は当初からのもので３０年以上経過しています。ア

ナログ対応の設備のままで、一部機器は使用不能となっています。機器更新

もしくは大規模改修が必要となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

映写室 音響・照明機器              映写室 音響機器 

 

ｄ 舞台装置・舞台照明設備 

      舞台装置（舞台吊物・幕の制御機構）は当初からのもので３０年以上経過し

ています。 

舞台装置を安全に供用するためには耐用年数を超過した各部品の更新が必要

となっています。 

      舞台照明設備も設置から３０年以上経過し、従来方式のハロゲンランプ中心

の設備であり、消費電力も大きく演出性も低いものとなっています。その制御

機器も老朽化しており安全対策として改修が必要となっています。 
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舞台装置制御盤                   舞台袖バトン 

 

 

 

 

 

 

 

 

舞台装置駆動部                  ぶどう棚上ワイヤー 

 

 

 

 

 

 

 

舞台照明 

 

ｅ 控室 

控室内装は、経年の劣化による汚れ、傷みがあり改修が必要となっていま

す。 

  照明器具は蛍光灯器具であり、近い将来、電球の供給が困難となります。 

内装仕上げ、劣化状況等は下表のとおりです。 
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部位 仕上 状況 評価 

床 
洋室：木床組 合板の上ビニル床シート 

和室：木床組 合板の上畳敷き 

汚れ、経年劣化 

汚れ、経年劣化 

Ｂ 

Ｂ 

壁 石膏ボード下地 クロス 汚れ Ｂ 

天井 
洋室：軽鉄下地 石膏ボードクロス 

和室：軽鉄下地 化粧石膏ボード 

経年劣化 

経年劣化 

Ｂ 

Ｂ 

その他 

照明器具 

化粧カウンター 

鏡 

蛍光灯 

健全 

健全 

Ｃ 

Ａ 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

控室（洋室）                  控室（和室） 

 

（ウ）和室・茶室 

和室・茶室内装は、経年の劣化による汚れ、傷みがあり改修が必要となって

います。 

照明器具は蛍光灯器具であり、近い将来、電球の供給が困難となります。 

内装仕上げ、劣化状況等は下表のとおりです。 

部位 仕上 状況 評価 

床 

和室、茶室：木床組 合板の上畳敷き 

舞台：木床組 縁甲板張り 

踏込：シンクロタイル 

日焼け 

汚れ、経年劣化 

健全 

Ｂ 

Ｂ 

Ａ 

壁 石膏ボード下地 クロス 汚れ Ｂ 

天井 

和室、茶室：軽鉄下地 ラミネート天井 

舞台：軽鉄下地 石膏ボードの上クロス 

踏込：軽鉄下地 ケイカル板の上クロス 

浸み、経年劣化 

経年劣化 

経年劣化 

Ｂ 

Ｂ 

Ｂ 

その他 
照明器具 

音響設備 

蛍光灯 

老朽 

Ｃ 

Ｃ 
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和室 たたみ日焼け                茶室 入口 

 

 

 

 

 

 

 

窓廻り 雨浸み跡               窓廻り 額縁塗装剥離 

 

（エ）図書室 

図書室は平成１２年に北側に一部増改築工事、平成２７年にカーペットの張替

えが行われています。 

内装は経年劣化による汚れは見られますが、全体的には良好な状態といえます。 

図書事務室についても特に問題ありません。 

照明器具は蛍光灯器具であり、近い将来、電球の供給が困難となります。 

内装仕上げ、劣化状況等は下表のとおりです。 

部位 仕上 状況 評価 

床 モルタル下地 タイルカーペット 汚れ Ｂ 

壁 モルタル 寒冷紗の上 塗装 汚れ Ｂ 

天井 軽鉄下地 岩綿吸音板 健全 Ａ 

その他 
照明器具 

ミニキッチン 

蛍光灯 

汚れ 

Ｃ 

Ｂ 
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図書室 内装               図書室 カウンター 

 

 

 

 

 

 

図書室入口 手動ドア            図書室のキッズコーナーと学習室 

 

 

 

 

 

 

図書事務室 内装             図書事務室 ミニキッチン 

図書室閉架書庫は、内部の移動書架棚が満杯であり、図書資料の保管庫とし

ての拡充が必要となっています。 

内装は、壁面にクラック、雨染みが見られ、改修が必要となっています。 

照明器具は蛍光灯器具であり、近い将来、電球の供給が困難となります。 

 

 

 

 

 

 

 

閉架書庫の状況 
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（オ）料理教室 

料理教室内装は建設当時のままで、経年劣化による汚れ、壁ひび割れ、クロ

スの剥がれ等が見られ、改修が必要となっています。 

室内の調理台はガスレンジ・ガスオーブンが組み込まれた豪華な設備となっ

ています。機器の修理に伴い、一部の調理台が使いにくくなっています。維持

管理の面から、単純な機能の調理台とする必要があります。 

照明器具は蛍光灯器具であり、近い将来、電球の供給が困難となります。 

内装仕上げ、劣化状況等は下表のとおりです。 

 

部位 仕上 状況 評価 

床 モルタル下地 ビニル床シート 汚れ、経年劣化 Ｂ 

壁 ケイカル板下地 クロス 汚れ、剥離 Ｂ 

天井 軽鉄下地 岩綿吸音板 空調改修により継ぎ接ぎ Ｂ 

その他 
照明器具 

調理台 

蛍光灯 

表面材劣化 

Ｃ 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

         料理教室 内装             壁クロス継目剥離 天井材新旧継ぎ接ぎ 

 

 

 

 

 

 

 

電子レンジは窓側に別置 

 

 

 

ガスオーブン組込み調理台 
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（カ）視聴覚室 

視聴覚室の内装は経年劣化による汚れ等は見られますが、全体的には良好な

状態といえます。 

視聴覚機器の設備は当初のもので、ほとんどが不調となっています。 

令和元年度に室内で利用する視聴覚機器を導入してありますが、本格的な視

聴覚室とするためには、機器の充実と改修が必要となっています。 

照明器具は蛍光灯器具であり、近い将来、電球の供給が困難となります。 

内装仕上げ、劣化状況等は下表のとおりです。 

 

部位 仕上 状況 評価 

床 

モルタル下地 カーペット 

映写室：木床組 合板の上 ビニル

床シート 

健全 

汚れ 

Ａ 

Ｂ 

壁 

木下地 有孔合板 塗装 

映写室：軽鉄下地 有孔ケイカル板 

塗装 

汚れ 

汚れ 

Ａ 

Ｂ 

天井 

軽鉄下地 岩綿吸音板 

映写室：軽鉄下地 有孔ケイカル板 

塗装 

空調改修により継ぎ接ぎ Ｂ 

Ｂ 

その他 
照明器具 

音響・映像機器 

蛍光灯 

老朽 

Ｃ 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

視聴覚室 内装 

  


